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第一章：警告のシグナル

電話が火曜日の朝にかかってきた。顧客からではなく、元顧客からだった。

「Viktor」と Franz Keller は言った。その声には申し訳なさが滲んでいた。「他から聞く前に、伝えておかなければならないことがある」

Franz Keller。12年間の顧客だった。Viktor が最初のサーバーラックを彼の地下室に手で運んだのは、まだ Marlene と二人だけだった頃のことだ。12年が経ち、今はその謝罪するような口調。

「Digitec に移ることにした」

Viktor は Digitec を知っていた。従業員5名、設立3年、主にソフトウェア。マネージドサービスも提供しているが、何か違う。何か……彼は言葉を探した。もっと AIを活用している。

「AI の問題で？」Viktor は訊いた。

間があった。「それもある」

通話を終えた後、Viktor は机の前に座ったまましばらく動かなかった。窓の外には Schillerstraße が見え、Marlene が郵便物を取りながら隣人と話していた。このオフィスが好きだった。11年間ここにいる。古いガレージから引っ越して以来。木の床板、古いデスク、たまに動く印刷機。なじみのある場所。

Google を開いた。「IT システムインテグレーター向けのAI」と検索した。

30分後、ノートパソコンを閉じた。

読んだ内容が不安を与えるのは、技術そのものではなかった。量が多すぎるからだ。用語がパレットの箱のように積み重なっていて、それが自分のために置かれているものなのかどうか、分からなかった。

続く数週間で、さらに2社の顧客が去った。大事ではない——6ヶ月で3社だ。しかし3社に共通点があった：EU AIラックスに適合しているか、と訊いてきたのだ。そして Viktor は答えられなかった。

その夜、退勤後に一人でオフィスに残り、Marlene が置いていった番号に電話した。

「こんばんは、Intelego です、Lorencic です」

「こんばんは。Viktor Glück と申します。Aalen で IT システム会社を経営しています。助けが必要だと思って」

短い間があった。そして：「会社についてお聞かせください」



彼はGoogleを開いた。「システムインテグレーター向けAI」と入力した。

結果：4700万件。ChatGPTに関する記事、Copilotに関する記事、仕事の未来に関する記事。アーレンの48人規模の会社が、顧客からEU AI法適合の証明を求められた時に具体的に何をすべきか——そんなことは何も書かれていなかった。

ヴィクトールはパソコンを閉じた。

マルレーネが2杯のコーヒーを持って入ってきた。「他には？」と聞いた。

「ウェーバー・ロジスティクス。ブレナー社。ミュラー歯科。」

彼女は座った。「1年間で？」

「10ヶ月間で。」

沈黙。マルレーネはカップを見つめた。

「つまり、構造的な問題があるということね」と彼女はついに言った。

「そうだ」とヴィクトールは言った。







	# 第二章：転換点





	# 第三章：オペレーティングシステム



	最初のミーティングはルートヴィヒスブルクの会議室で行われた。Viktor は早めに到着した。Marlene が同席を主張したが、後で振り返るとそれは正しい判断だった。



	コンサルタントの名は Lorencic。四十代、落ち着いていて、すること全てに静かな精緻さがあった。コーヒーを勧め、Viktor の話を聞いた——Keller、Brenner、Jonas、失った3社の顧客、一連の経緯——一度も遮ることなく。



	それから背もたれに体を預けた。



	「想像してみてください」と彼は言った。「御社がコンピューターだったとしたら」



	Viktor は待った。



	「コンピューターにはオペレーティングシステムが必要です。OSは全てを調整します：ハードウェア、ソフトウェア、プロセス。どのリソースに何が起きるかを決めます。プロセスが衝突しないようにします。そしてシステムを監査可能にします——何が、いつ起きたかをいつでも確認できる」



	「なるほど」と Viktor は言った。



	「御社には48名の従業員がいますね？」



	「はい」



	「そして彼らをどのように調整していますか？Jonas がどのツールを使えるかを確認する方法は？Brenner が『AI法に適合しているか』と聞いてきた時に、誰かが即座に答えられる仕組みは？」



	沈黙。



	「互いに話し合います」と Viktor は言った。



	「それが問題です」と Lorencic は言った。責めているわけではなく、事実として。「コミュニケーションは素晴らしい。しかしスケールしない、監査できない、フェイルセーフでもない。あなたが病気で Jonas が意思決定しなければならない時、どうなりますか？」



	Viktor は Marlene を見た。Marlene はこれ、全部前から言ってたんだけど、この言葉じゃなかっただけという顔をしていた。



	Lorencic はノートパソコンを開き、図を見せた。同心円状の層を持つ図——玉ねぎか惑星の断面図のような。



	「これが IIO です。Intelligent Infrastructure Orchestration。組織のためのオペレーティングシステムと思ってください。各層はドメインです：インフラ、アイデンティティ、AI、コンプライアンス、マーケティング、営業、法務。全て統合され、調整され、監査可能に」



	「膨大に聞こえます」と Viktor は言った。



	「そうです。でも小さくもある。モジュラーだから。必要なものから始めて成長させる」



	Marlene が前に身を乗り出した。「どのくらいかかりますか？」



	「稼働するまで？3週間」少し間があった。「全てを使いこなすまで？永遠に——システムはあなたの必要に応じて成長し続けるから」



	Viktor は再び図を見た。図表はあまり好きではない。触れるものが好きだ。しかしこの論理には何か引かれるものがあった——ネットワークについて考える方法に似ている。層、プロトコル、全てに場所がある。



	「HITL-Gate とは何ですか？」Marlene が聞いた。



	Lorencic は少し微笑んだ。「第5章で説明します」








第四章：最初のレイヤー

サーバーが宅配便で届いた。

Viktor が想像していたより小さかった。重くもあった——2U、4キログラム、金属製の靴箱のような機器。Viktor が電話中だったので、管理部の Bettina が開梱を手伝ってくれた。

「これが AI コンピューター？」と彼女は聞いた。

「そう」と Viktor は言った。

「うちの古い PlayStation みたい」

あながち外れていない。

3時間後、サーバーはプリンター横の小さなサーバールームに設置されていた。Intelego チームがリモートで接続した——現地にエンジニアはいない。スクリーンとキーボードと、Rowe という男が落ち着いた声で各ステップをガイドした。

「デバイスが見えます」と Rowe は言った。「少しお待ちを」

10分の沈黙。その後：

「AI Hub が動いています。最初のモデルがロードされました：Llama 3。クエリをテストできます」

Viktor は入力した：予知保全とは何ですか？

3秒で回答が来た。完全な、日本語の、正確な回答。

EU AI 法第6条とは何ですか？

また3秒。また正確。

システムインテグレーターとして、GDPR に準拠した AI 活用のために何を考慮すべきですか？

5秒。箇条書きと具体的な対策を含む構造化された回答。

Viktor は背もたれに体を預けた。

翌朝、Jonas と話した。

「AI を再び使っていい」と彼は言った。「でも私たちのシステムを通じて。ChatGPT も Copilot も、データが外に出るものは何もダメ。このサーバーを通じて。クエリはここに留まる」

Jonas はうなずいた。今度は青ざめた顔ではなく、安堵していた。

「何を入力していいかわからない時は？」

「私に聞いてください。またはシステム自体に——ガバナンスルールが何が許可され、何がそうでないかを教えてくれます」

最初の週は順調ではなかった。3回 Jonas がシステムに質問し、理解できない回答を得た。2回はシステムが特定の顧客について十分に知らなかった。1回は英語で回答し、Viktor はコメントなしに修正を求めた。

しかし2週目に何かが起きた。

外勤の Petra から Viktor にメッセージが届いた：「Viktor、AI システムで Weber Logistik のネットワーク分析をしたら、3時間かかるところが20分で終わりました。正しいかどうか確認してもらえますか？」

確認した。正しかった。

その瞬間、Viktor は悟った。これは彼が導入したツールではない。

これは、彼の会社の考え方の変化だ。







	# 第五章：ゲート





	# 第6章：奇跡



	月曜日だった。ヴィクトールは契約書にサインした。



	シュタットヴェルケ・アーレン——正しい価格での契約。3年間、120ユーザー、マネージドサービスとAIハブとコンプライアンスパッケージ。フィール&グリュック史上最大の単独契約。



	彼はスキャンした。システムにアップロードした。「処理」をクリックした。



	それから背もたれに寄りかかって待った。



	90秒。



	メールプログラムが自動的に開き、下書きが表示された。宛先：シュタットヴェルケ・アーレン経理部。件名：請求書2026-001、マネージドサービス+AIハブ契約。金額：正確。支払い期限：契約締結後30日。添付：GDPRに準拠したPDFの請求書。



	ヴィクトールは画面を見つめた。



	頭の中で計算した：普通なら契約書にサインして→ペトラに渡して→ペトラが会計システムに入力して→マルレーネが請求書を確認して→ヴィクトールが承認して→送信。平均3時間。時には半日。



	90秒。



	マルレーネを呼んだ。彼女が入ってきた。画面を見た。そしてヴィクトールがマルレーネでほとんど見たことのないもの：言葉を失った。



	「これは……？」



	「そう。」



	「90秒で？」



	彼女は金額を確認した。項目を確認した。VAT番号を確認した。受取人を確認した。IBANを確認した。契約期間を確認した。支払い期限を確認した。



	「正確よ」と彼女は言った。



	「では送信しよう。」



	これほどシンプルだった。



	ヴィクトールがその瞬間に感じたことを言葉にするのは難しかった。高揚感ではない——理解に近かった。自分たちが他に集中できることがある、という理解。管理業務にではなく。書類の転送にでもなく。本当の仕事に。








第七章：予期せぬパートナー

Thomas Wagner は実質的に、地域での最大のライバルだった。

直接 Aalen ではない——Wagner Systemhaus の本社は Bietigheim にあったが、活動範囲は重なっていた。Viktor は手工業会議所のフォーラムで Wagner を知っていた。両者とも時々講演をしていた。特に親しくもなかった。敵対的でもない——同じトレイルを走る二人のランナーのようなもので、ペースが合わないだけだ。

Wagner が火曜日に電話してきた。

「Glück、君の AI の話を聞いた」

Viktor は待った。

「Keller が Digitec に行った理由を話してくれた。そして君が Intelego と何か作ったと聞いた」

「そう」

「見せてもらえるか？」

Marlene が向かいに座っていた。Viktor が電話している時、彼女はいつも聞いている——それが時に彼を煩わせ、しばしば救う特質だ。

眉を上げた。Viktor は肩をすくめた。

「来てみて」と彼は言った。

ミーティングは一週間後に行われた。Wagner は一人で来た。五十代、がっしりとした肩、文章をほとんど最後まで言わない男——相手が分かると思っているから。

Viktor はシステムを見せた。全てではない——それは適切ではないから。でも十分に。Stadtwerke の HITL ゲートの事例、90秒の契約から請求書、AI 適合の概要。

Wagner は聞きながらうなずいた。

そして言った：「いくらかかる？」

「私たちには？月次費用と AI Hub で合計月約800ユーロ」

Wagner は素早く計算した。「で、いくら節約できた？」

「正確には言えないが、請求書処理だけで週3時間節約。それにゲートの事例：4万ユーロの損害を防いだ」

「元が取れる」

「そう」

間があった。Wagner がコーヒーを飲んだ。

「6ヶ月間、AI について質問してくる顧客がいる。答えられなかった。今は答えられる」Viktor を見た。「でも君がやったことをそのままコピーはできない。それは……」

「不公平だ」と Viktor は言った。

「そう」

「パートナーになったらどうかな」

Wagner は Viktor を見た。

「本気で言ってる」と Viktor は言った。「Intelego にはパートナープログラムがある。シルバーパートナー。紹介すればレベニューシェアがある。君もパートナーになれる——一緒なら Digitec よりも多くの顧客を持てる」

Marlene が微笑んだ。Viktor は端目に見た。

彼女はもちろん、Wagner が電話してくる前からそれを考えていた。

2週間後、Thomas Wagner はシルバーパートナーとして署名した。

3週間後、そのおかげで、二人のどちらか一人では獲得できなかった最初の共同顧客を得た。







	# 第八章：ブルームーン



	5月31日は他のどんな日とも同じように始まった。しかしそうではなかった。



	午前6時、Viktor はオフィスのドアを開け、コーヒーメーカーのスイッチを入れた。いつもそうしている。でも今日は最初にオフィスに入った——いつもより早く来たのではなく、ほとんど眠れなかったから。



	恐怖からではなく、期待から。



	午前8時に Marlene と Jonas が来た。8時半に Wagner が来た——今日は Bietigheim にいないと言っていた。午前9時には小さな会議室が人で埋まっていた。みんな同じことを知っていて、同じことを言わなかった。



	午前9時半、Viktor はノートパソコンを開いた。



	LinkedIn を開いた。



	Lorencic がポストを公開した。「Once in a blue moon — IIO はオープンソースになりました。私たちが構築したものの背景にあるフレームワーク。みんなのために。今日から」



	コメントが来た。最初はゆっくり、それからどんどん速く。



	Marlene が自分のポストを書いた。Viktor に見せた。「私たちは1年間これと一緒に働いてきました。3万8千ユーロの損害を防ぎ、年間150時間を節約しました。これは AI のハイプストーリーじゃない。これはオペレーションです」



	送信した。



	Jonas が叫んだ。「見て——Hacker News」



	誰かが “Show HN” ポストを投稿していた。すでに32のコメント。50。87。



	午前10時、Viktor の電話が鳴った。知らない番号。



	「Viel & Glück、Glück です」



	「こんにちは、Hoffmann と申します。カールスルーエの BW-Systemtechnik の代表です。Viel さんのポストを見ました。お話できますでしょうか？」



	Viktor は Marlene を見た。Marlene が彼を見た。



	うなずいた。



	「はい」と彼は言った。「ぜひ」



	その日最初のデモリクエストだった。2件目が11時13分に。3件目が午後1時に。



	午後4時、Lorencic に書いた：「デモリクエスト3件」 返信はすぐ来た：「おめでとうございます。これはまだ始まりです」



	午後8時、オフィスは空になっていた。



	Viktor は一人で机に座っていた。窓から Schillerstraße が見えた。街灯がついていた。どこかで犬が吠えた——朝と同じ犬かもしれないし、別の犬かもしれない。



	メールを開いた。



	一番上に：新着メッセージ。差出人：k.nakamura@systemtec-tokyo.jp。



	「Glück 様、あなたの本を読みました。英語で……」



	Viktor は目を閉じた。また開けた。メッセージをもう一度読んだ。



	それから微笑んだ。



	どうなるかわからないからではなく。1年で初めて、続くとわかったから。



	それで十分だった。






